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飼い主のいない
猫対策支援事業

　県では飼い主のいない猫対策支援事業と
して地域猫活動の取り組みの助言や不妊去
勢手術の費用を助成するなど、活動を推進
しています。
※対象地域は、中核市を除く県内です

県では支援
しています

● かわいそうな猫を助けたい
● 庭に来るので放っておけない
● �近所で猫が増えているので、なんと
かしたい

野良猫を
助けたい人

● 庭にふんや尿をされて臭い
● 鳴き声がうるさい
● ごみや花壇を荒らされる
● 子猫が生まれ、猫が増えた
● 近所に無責任に餌を与える人がいる

野良猫の被害に
困っている人

地域猫活動の効果

県動物愛護センター　☎０２７０-７５-１７１８問い合わせ先

ペットを
捨てることは犯罪です

　愛護動物（※）を虐待したり捨てたりする（遺棄する）ことは
犯罪です。違反すると、犯罪行為として罰せられます。

〇�愛護動物をみだりに殺したり傷
つけたりした場合
５年以下の懲役または500万円
以下の罰金
〇愛護動物を虐待・遺棄した場合
１年以下の懲役または100万円
以下の罰金

※愛護動物
・�牛、馬、豚、綿羊、ヤギ、犬、猫、い
えウサギ、鶏、いえバト、アヒル
・�その他、人が占有している動物で哺乳
類、鳥類又は爬

は

虫
ちゅう

類
るい

に属するもの
出典：環境省自然環境局総務課動
物愛護管理室ホームページ

　ぐんまふるさと納税では「ぐんまの動物愛護推進」を指定することができます。
いただいた寄付金は、県動物愛護センターでの飼い主のいない猫対策支援事業や譲
渡事業に役立てています。ふるさと納税は申込書、インターネット（ふるさとチョイス）
で申し込みできます。

飼い主のいない猫への取り組み   
　飼い主のいない猫の不妊去勢手術や適
正な飼い方の普及啓発に活用します。
※元年度は105匹の猫が不妊去勢手術を
受けることができました

譲渡事業の推進
　保護収容された犬猫に新たな飼い主を
見つける取り組みや、犬猫の治療・ミル
ク代に活用します。

　野良猫への無責任な餌やりにより、猫が増え、鳴き声や悪臭などの生活環境の悪化が問
題となる事例が増えています。猫による環境悪化を防ぎ、解決することで、地域住民と飼
い主のいない猫との共生をめざす「地域猫活動」という取り組みがあります。

飼い主のいない猫対策 ～地域猫活動～
野良猫に困って
いませんか

地域猫活動に取
り組む

メンバーの皆さ
んに

お聞きしました

　不幸になってしまう猫がこれ以上増えな
いことです。子孫を残さない一代限りの命
なのでその猫らしく幸せに暮らしてほしい
と思います。また仲間も増え、地域のつな
がりが深まりました。
　地域猫活動は野良猫を減らしていく大変
良い方法です。この活動に賛同してくれる
仲間はきっといると思いますので、まず声
をかけて最初の一歩を踏み出し、ぜひ地域
猫活動を始めてほしいと思います。猫が好
きな人もそうでない人もそして猫も、共生
できる地域になれたらいいですね。

　私たちは昨年の夏から活動を始めて、32
匹の猫を地域住民８人で管理しています。
活動内容は、猫を捕獲し、不妊去勢手術を
して元の場所に戻す活動の他、日常の餌や
り、ふんの始末、健康管理、情報交換など
を行っています。

　子猫が車にひかれたり、川に捨てられたりしているのを見聞
きして、とても苦痛に思い、何とかできないかと行政機関に相談
に行きました。そこで県の支援事業に登録すると不妊去勢手術代
を負担してもらえることを知り、活動をスタートしました。

Q
Q

Q

活動を通して良かった点は？

どんな活動をしていますか？

活動を始めたきっかけを教えてください
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ぐんまふるさ
と納税

ふるさと納税の使い道

支援を
お願いします

さくら耳は不妊去勢手術済みの印です

病気の子猫を治療

（左から）中村さん、内藤さん、黒田さん、丸山さん

地域猫活動

●地域で生息する猫の把握
●活動の周知と相互理解
●不妊去勢手術
● �ルールを守った餌やり（時間、
場所、量の管理）

●トイレの設置、清掃

具
体
的
な
活
動

～地域で適正に管理しながら
猫による地域問題を

解決する活動～

　一人でできることには限
りがあります。野良猫の被
害に困っている人も助けた
い人も、住民同士で地域猫
活動を始めませんか？

地域猫活動を地域猫活動を
始めてみませんか？始めてみませんか？

「猫飛び出し注
意」の

看板を作成
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互いが参加

● �不妊去勢手術を徹底することで飼い主の
いない猫の数が徐々に減っていきます

● ��適正な餌やりや猫用トイレの設置によ
り周辺の生活環境の悪化を防止します

● �地域のコミュニケーションが活性化します
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